
合関係の変更に関わる都市ネットワ 

し，3国における地域連携軸や経済圏構想，成長の  

極政策などについて考察する．最後に地方都市の役  

割として福岡市を取り上げている．   

以上が本書の概要である・．冒頭でも述べたように，  

3国の地理学者が協力してアジアの国際的都市シス  

テムを考察したことは，都市システム研究にとって  

はいうまでもなく、，それを踏まえた広域的な社会経  

済地理学の研究にとっても大きな前進であったとい  

える．   

もちろん，いくつかの疑問点も残されている．①  

第Ⅰ部の考察では，国際的都市システムの発展要因  

として多国籍企業が重要であるにもかかわらず，  

「従来の研究では，多国籍企業や多国籍銀行の立地  

展開と都市システムとの関係を分析したものは必ず  

しも十分とはいえない」（p．8）としているところか  

ら，多国籍企業がこれらの地域の各都市をどのよう  

に評価して進出していったのか，日本企業と合衆国  

企業の立地戦略にはどんな差異があるのか，などの  

問題についてもっと深い分析があってもよかったで  

あろう．②第7章における3国の比較考察は工業化  

を中心にうまくまとめられている．しかし欲をいえ  

ば，各国の都市システム論においてより詳細に論じ  

られるべき問題もあったかと思われる．とくに国際  

的都市システムの研究目的からすると，東京の世界  

都市への成長過程はいかに評価されるのか．日本の  

高度経済成長期の人口移動に対応するものが他国で  

はどのようなかたちで進行したのか．都市階層に基  

づく企業の支店配置によって，日本では広域中心都  

市をはじめ地方の県庁都市クラス以上が発展し中小  

都市が停滞したが，他の2国ではどうであったのか．  

また冒豆引こあげた研究課題のなかには二重構造論と  

都市システム論との関係が重視されているが（p．  

10），これについても詳しい検討が欲しかった．マ  

レーシアの民族間題の都市システムに与えた影響に  

ついてももっと触れてあるとよい．③終章では政策  

と課題を短くまとめているが，冒頭の研究目的に取  

り上げていることからすれば，終章ではもう少し詳  

しく検討してもよかったのであろう．またここで気  

になるのは，都市ネットワークには，大都市の成長  

を抑えて周辺地域における都市間の協力関係を強め  

て地域間の均衡をはかろうとする意図があるとする  

ことである．オランダでは環状都市として大都市な  

みに機能強化をはかろうとする意図があるように思  

えるし，都市ネットワークが十分機能した場合には  

均衡ある発展が崩れる危険性も懸念されている．④  

第4～6章の各国の都市システムの説明ではいずれ  

も地方レベルの事例が取り上げられているが．それ  

の考察理由を明記して欲しかった．⑤細かいことで  

あるが，図1－2の国際的都市システムのモデルは首  

都間の結合を示したもので，国際的都市システムの  

モデルの1形態にすぎないようにみえる．「近年は  

地方都市同士がダイレクトに結びつく例が増えつづ  

ある」（p．17）といわれるように，地方都市が直接  

外国都市と結合を強める例もあるだろう．   

著者らが国際的な共同研究によって国際的都市シ  

ステムのかかえる問題に果敢に挑戦し，新たな視角  

や知識を提供したことに敬意を表したい．地域の骨  

格としての都市システムを踏まえた社会経済地理学  

的研究は，国家単位の考察よりも具体的な空間的特  

徴を示しており，社会科学の中で発言権を強める可  

能性を持っているように思われる．国際的都市シス  

テム研究は始まったばかりであり，著者らの研究の  

さらなる発展が期待される．  
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近年の場所研究の盛り上がりにもかかわらず，場所  

概念自体の哲学的・認識論的な議論はトゥアンを越  

えていないことに不満を覚え，短い文章（Naruse  

1997）を書き終えたところだった．そんななか見つ  

けたのが，評者にとって無名の哲学者による場所に  

関する本書だった．しかしこの哲学者はEntrikin  

（1991）のなかで言及されており，Casey（1993）  

の前著書Ge摘花gわαCたよ花ねpZαCeの書評もEn－  

trikin（1998）によって出されている．また，人類  

学者による場所を冠した論文集5白花Seβげp払ceに  

も寄稿している（Casey1996）．とにかく内容をみ  

てみよう．  
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体のアイデンティティや性差が固定的なものではな  

いと主張されるなかで，場所も固定され，秩序を与  

えるようなものとしてではなく，逆に不安定でむし  

ろ変化を呼び起こすような力を有するものとして理  

解されるようになる．   

ハイデゝガー以降の思想家については，本書を手  

本として，ベルク（1997）のようにプラトンやアリ  

ストテレネの再読も含めて， 

考察を深めていくことが必要となろう．なお，最近  

本書のペーパーバック版が 出版され，日本橋丸善で  

は平積みにされていた．  
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